
どんな時でも、僕のことをちゃんと見ていてくれて、ありがとう！

これからもよろしくお願いします。

高校の時の友達とよく“弾丸ツアー”に行きます！最近は江ノ島、箱根、熱海にいきました。

これが僕のリフレッシュ法です！

休みの日の僕

お父さんへのメッセージ

幼 少 期 か ら

“モノづくり好き”

好 き を 仕 事 に

小川 空穏 2023年4月入社

建築部 施工管理スタッフ

現場では基礎的な知識から、さらに詳細な専門的知識と実践です。まだまだ分からないことも

たくさんあり、日々勉強中です。実は…今でも高校の時の教科書を現場の事務所に持ってきて

復習したりしています。どの現場でも先輩たちがしっかりとフォローアップしてくれます。特

に社歴や年齢の近い先輩は業務の引継ぎ等で係ることが多いため、手厚くサポートしてくれま

す。初雁興業はしっかりと一人前に育てようとしてくれる環境が整っている会社なんです。ま

だ仕事を完ぺきにこなすことはできないですが、仕事の流れ、現場の流れを把握し、自分で考

えて行動ができるようになりたいと思っています。そして、後輩ができた今、自分がしても

らったように、しっかりフォローアップできるような先輩になりたいです。その先の目標は

「資格を取る」こと！早く一人前になれるように、一日一日を大切にしていきます！

一人前に

育てあげる環境。

職人になるのか？大学に行くのか？自分に向いているのは何なのか？どんな会社がいいのか？

当時の求人票は建築業界だけでも1000社。求人数が多く、何を基準に絞り込んだらいいのかわ

かりませんでした。そんな時、僕の話を聞いて先生がたくさんのヒントをくれたんです。一人

で悩まずに、相談するって大事ですよね！初雁興業は自分の高校の卒業生も多く、また退職率

も低いと言うことを知り、インターンシップで仕事体験をすることにしました。インターンで

は夏の台風が来て、地面の下に水が溜まってしまい、それをポンプでくみ取る作業をしました。

思っていた以上に力仕事でしたが、とても貴重な体験ができました。初雁興業でのインターン

シップを経て、数日の体験でもやりがいを感じられたこと、先輩たちがとても親切だったこと

など、卒業生の定着率が高い理由もわかったような気がしました。

私は幼いころからプラモデルを組み立てたりと、モノづくりが好きでした。その“好き”を仕事

にできたことは、本当に幸せだと思います。あの時、背中を押してくれた先生と、採用してく

れた会社には感謝しています。しっかりと恩返しをしていきたいと思っています。

悩んでいるなら

まずは

仕事体験を！
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編集後記

今号も「ハツカリタイムズ」を最後までお読みいただきありがとうございます。

“お父さんへのメッセージ” この一文だけでお父さんの息子への愛が伝わってきました。
そして、素直に「ありがとう」と言える素敵な関係に、つい涙目になってしまいました…。

次号はどんなお話が聞けるのか、楽しみです。皆さまもお楽しみに♪

2024年1月「新春研修会」について

初雁興業、各種SNS好評配信中です！

採用情報、スタッフインタビュー、研修の様子、初雁興業の

取り組みなどを定期的に発信しています。

SNSを通して、弊社のことをたくさんの方に知っていただき

たいと思っています。

お気軽にフォロー＆いいね・リポストをよろしくお願いします。

「Instagram」「X」フォロー＆いいね・リポスト

よろしくお願いします。

Instagram・Xは毎週月・水・金曜 更新中！

2024年の仕事始めである1月5日に、毎年恒例の新春研修会を行いました。

昨年度入社した社員より「新年の挨拶」と「今後の目標」について発表がありました。今後の目標を一部ご紹介いたします。

それぞれが力強く語ってくれました。さらなる成長を期待しています。

研修後は懇談会を開き、役員・社員・関連会社との意見交換なども行われ、全社員で気持ち新たに、良いスタートを切ることができました。

2024年度もお客様との信頼関係を念頭に、ご満足いただける建設物を提供できますよう、全社一丸となって邁進してまいります。

「チームの協力を大切にし、円滑なコミュニケーションを取り、スムーズで安全な工事を進める。

  そして、より多くの現場に携わり、様々な課題に対応し、成長していきたい。そのためには努力を惜しまない！」

●土木部 後藤優弥

「昨年は目の前の仕事に手いっぱいで周りが見えず迷惑をかけてしまった分、仕事を早く覚え、みんなの役に立てるよう邁進する。

そして、資格を取得し会社に貢献できる人材になりたい！」

●建築部 小嶋諒

「先輩や上司の教え・知識を吸収し、自ら発信できるように理解を深めていく。また、社会人としてのマナーを身に付けスキルを

磨き続ける！そして、一級施工管理資格の取得を目指し、時間を有効活用できる一年にしていく！」

●建築部 根岸桜子

「少しでも会社、社会に貢献していくために、施工管理の仕事を一つでも多く覚え、できることを増やし蓄え、やがて自分が現場を

回せるよう努力する。また、後輩に負けないよう、常に危機感と向上心を持ち仕事に邁進していく！」

●土木部 佐野拓哉
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